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海域の洪水・斜面崩壊堆積物にみられる陸源有機炭素率の層位変化パターン
Variations of terrigenous organic carbon content in flood and slope failure sediments
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海域のタービダイトを利用して過去の自然災害の履歴を知るためには，形成要因が明らかな堆積物の特徴を知ること
が重要である．本発表では，特定の地震・洪水に対比可能な堆積物を対象に，含まれる有機炭素の安定同位体比から有
機炭素に占める陸源の割合を算出した．この結果，洪水と斜面崩壊起源のタービダイトに特徴的な層位変化を認めたの
で紹介する．
熊野川沖合の新宮海底谷沖斜面から採取された KH-11-9-FB12および FB14には，コア最上部に砂粒を含む赤褐色の酸

化層が認められ，2011年 9月の台風 12号の紀伊半島への接近に伴う洪水起源と考えられている（Ikehara et al., 2012）．
これらのコアには中・下部にもタービダイトが認められ，137-Csと 210-Pbによる堆積年代にもとづいてそれぞれ 1959
年伊勢湾台風と 1889年十津川水害によると考えられている（Ikehara et al., 2012）．これらの洪水起源堆積物に含まれる
陸源有機炭素の割合は，タービダイト泥では約 20-80％以上であり，同じコアの半遠洋性泥では約 25-30％程度であるこ
とと比較すると高い．木片が密集するタービダイト基底部では特に高い値を示すが，明瞭な砂層を伴わないタービダイト
泥では反対に下部の割合が比較的低い．また，タービダイト泥ではその割合がほぼ一定であり層位変化が認められない．
日高地方沙流川沖陸棚の凹地内から 2007年に採取されたコア 104Aおよび 95Aには，2003年 8月に北海道東部を通

過した台風 10号に伴う洪水堆積物が認められた．洪水直後に陸棚上に広く分布していた洪水堆積物の多くは，その後波
浪の影響を受けて移動したが，凹地内は保存に適した環境であった（片山ほか，2007）．タービダイトの層厚は 17-23cm
であるが，いずれも砂質部が薄く泥質部が厚い．有機炭素に占める陸源の割合は，95Aでは約 70-80％以上であり，層
位変化が認められない．通常時の陸棚堆積物では約 40％であることと比較すると高い．104Aでは約 70-90％以上であ
り，タービダイト砂層とタービダイト泥の下部の方が陸源の割合が低い．タービダイト泥の中・上部の方が陸源の割合
は高く，顕著な層位変化がない．
海域の洪水堆積物に陸源の有機炭素が多く含まれることは，それらの供給源が陸上河川にあることから容易に予想さ

れる．タービダイト基底部に木片が密集する場合にはその層準で陸源の割合は高い．しかし，タービダイト基底-下部の
方が上部よりも陸源の割合が低い特徴が紀伊半島沖深海底堆積物と日高沖陸棚堆積物に認められた．これは，混濁流が
海底面に堆積していた通常時の堆積物（半遠洋性泥）を浸食し堆積したことを示すと考えられる．またタービダイト泥
では，最上部に上位の半遠洋性泥との混合によると見られる低下が認められる以外には顕著な層位変化が認められない
ことも，両地域で共通している．これは洪水時の陸上河川から海域への陸源物質の供給が洪水のピーク時だけではなく
その後も継続したことによると考えられる．
一方，別府湾南西部から採取されたコア BP09-6には，1596年の慶長豊後地震により形成されたタービダイトが認め

られている（Kuwae et al.,2013）．タービダイト砂層は薄く，タービダイト泥が厚い．イベント層準では通常時の泥層よ
りも数-25%程度陸源有機炭素の割合が高い．この結果から，地震の際に湾奥部に流入する大野川・大分川河口に発達す
るデルタ斜面が崩壊し，陸源有機炭素に富む堆積物が通常時に海底を覆っていた海洋起源の有機炭素を多く含む堆積物
とともに斜面を流下しタービダイトを形成したと考えられる．タービダイト基底からタービダイト泥の上部まで連続的
に陸源の寄与が減少する層位変化は，日高沖と紀伊半島沖の洪水堆積物に認められた特徴とは異なる．上方への陸源有
機炭素の減少は，これらの堆積物が一度の崩壊による一過性の混濁流によって形成されたことを示すと考えられる．
以上の結果は，陸源有機炭素の割合の層位変化パターンがタービダイトを形成した混濁流の違いを反映していること

を示唆する．堆積物から過去の自然災害を特定する際には，通常時の堆積物に対する陸源の寄与率の違いとともに，そ
れらの層位変化のパターンも重要な情報となるかもしれない．
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